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(論文内容の要旨)

脳科学において,脳深部の神経活動のイメージングは記憶や学習,認知等の
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これ らの手法はマウスなど実験用小動物の特に脳深部の神経活動をリアルタイ

ムでイメージングすることが極めて難 しく,時間的空間的な分解能を満足でき

る新 しい技術が求められている.本論文では,これまでに提案 され麻酔下マウ
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高機能化を検討 し,より有効な計測技術 としてその機能を実証することを目的

とした.

まず,自由行動下マウスの脳深部で蛍光イメージングが可能な OMc Sセンサの
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実現を目指 した.脳内-安定した装着を可能とするため画素サイズ 
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高くなったェ リアの内 3点をモニタリングし,マウスが運動中もリアルタイム

イメージングが可能であることを実証した.

OMの侵襲性を低減するため ,C Sセンサの回路構成の最適化に

ついて検討 した.シンプルかつ効率的な信号処理が求められ,新たに考案 した

走査回路とバイアス回路の集積化を行 うことで従来の 12本の入出力信号を 4本 
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OM線駆動の C Sセンサを試作して動作に成功,配線数の削減によるマウスの運動 

-の負荷低減について述べた.また,シンプルな回路構成を活かして画素サイ
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センサを実現 ,3つのセンサを単一モジュール化することで,複数センサの分散

配置による各脳部位における神経活動の同時イメージングに道筋を立てた.

最後に,脳深部神経活動を多角的に計測するため,埋込型 C Sセンサのマル

チモーダル化を検討 した.これまでにも電極を搭載 した C Sセンサは検討され
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以上のように,脳埋込型 C Sセンサの高機能化により脳深部神経活動の計測

方法の可能性を広げることに成功 した.本研究で得られた知見により,埋込型 
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(論文審査結果の要旨)

脳科学において,脳深部の神経活動のイメージングは記憶や学習,認知等の高次脳機能の解
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た.しかし これらの手法はマウスなど実験用小動物の特に脳深部の神経活動をリアルタイムでイメ,

ージングすることが極めて難しく 時間的空間的な分解能を満足できる新しい技術が求められてい,

る.本論文では,これまでに提案され麻酔下マウスの海馬で神経活動の蛍光イメージングに成功し

た脳内埋込型の センサの高機能化を検討し,より有効な計測技術としてその機能を実証すCMOS

ることを目的としている.

まず,自由行動下マウスの脳深部で蛍光イメージングが可能な センサの実現を目指した.CMOS
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と共に基板に実装して縦長のモジュールを作LED,
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が可能であることを実証した.

次に,脳組織-の侵襲性を低減するため,CMOSセンサの回路構成の最適化について検討し

た.シンプルかつ効率的な信号処理が求められ,新たに考案した走査回路とバイアス回路の集積
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現した.前述と同形状の省配線駆動のCMOSセンサを試作して動作に成功,配線数の削減による

マウスの運動-の負荷低減について述べた.また,シンプルな回路構成を活かして画素サイズ 75.
 

･,0.07.0mm 55mmの超小型 CMOSセンサを実現 3つ

のセンサを単一モジュール化することで,複数センサの分散配置による各脳部位における神経活

動の同時イメージングに道筋を立てた.

最後に,脳深部神経活動を多角的に計測するため,埋込型 CMOSセンサのマルチモーダル化

0角,画素数 60× 6,回路サイズ Xpm
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遮光し撮像領域を圧迫する等の課題があった.そこで P,
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以上のように,脳埋込型 CMOSセンサの高機能化により脳深部神経活動の計測方法の可能性

を広げることに成功した.本研究で得られた知見により,埋込型 cMOSセンサがより有効な計測技

術として脳科学の分野で広く用いられることが期待される.その成果は,学術的に新 しい知見を見

出 していると判断され,審査委員一同は,本論文が博士 (工学)の学位論文 として価値あ

るものと認めた.


